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わが
を
語
る

市
未
来
志
向
で 

ビ
ジ
ョ
ン
実
現
を
め
ざ
す

　

人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、
全
国
で
地

方
創
生
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
小
松
市
で
は
、
国
に
先
駆
け

平
成
23
年
に
策
定
し
た「
10
年
ビ
ジ
ョ

ン
」、
そ
し
て
平
成
27
年
策
定
の「
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
」へ
と
、
出
産
・

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
は

じ
め
、
教
育
、
定
住
促
進
、
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
産
業
の
育
成
な
ど
、
多
様
か

つ
き
め
細
や
か
な
政
策
に
よ
り
、
人
口

キ
ー
プ
や
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
市
の
強
み
を「
歌
舞
伎

の
ま
ち
・
科
学
と
ひ
と
づ
く
り
・
乗
り

も
の
の
ま
ち
・
環
境
王
国
こ
ま
つ
」の

４
テ
ー
マ
に
層
別
、
市
全
体
で
共
有
し

て
、
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

し
、
平
成
28
年
に
は
５
テ
ー
マ
目
と
な

る「
珠
玉
と
石
の
文
化
」
が
日
本
遺
産

に
認
定
さ
れ
、
新
し
い
魅
力
が
加
わ
り

ま
し
た
。
弥
生
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
小

松
の
石
文
化
は
、
地
場
産
業
の
九
谷
焼

や
機
械
工
業
の
原
点
と
も
い
え
、
先
人

た
ち
が
築
い
て
き
た
貴
重
な
技
と
資

源
を
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
小
松

市
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
平
成
21
年

の
１
・
52
か
ら
平
成
27
年
に
は
１
・
81

に
上
昇
し
、
出
産
・
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
と
し
て
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
市
人
口
に

つ
い
て
も
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
時
に

比
べ
上
振
れ
で
推
移
し
、
人
口
増
へ
と

変
化
し
て
い
ま
す
。

幼
少
期
か
ら 

大
学
・
シ
ニ
ア
ま
で 

一
貫
し
た
ひ
と
づ
く
り

　

地
域
の
活
力
は
人
で
あ
り
、
教
育
こ

そ
が
最
良
の
公
共
投
資
と
考
え
、
世
界

や
ふ
る
さ
と
で
活
躍
す
る「
ひ
と
づ
く

り
」を
市
民
共
創
で
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
短
期
大
学
と
看
護
学
校
を

統
合
し
、
も
の
づ
く
り
、
医
療
、
国
際

の
３
学
部
か
ら
な
る「
公
立
小
松
大

学
」
の
開
学（
今
年
４
月
）
は
、「
ひ
と

づ
く
り
」
に
寄
与
す
る
だ
け
で
な
く
、

若
者
が
流
出
す
る
流
れ
を
変
え
、
地
方

創
生
の
原
動
力
に
な
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
南
加
賀
の
地（
知
）
の
拠
点

と
し
て
、
地
域
の
方
々
に
も
広
く
学
び

の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
国
内

外
の
大
学
や
企
業
な
ど
と
の
連
携
も

深
め
て
い
き
ま
す
。

　

幼
少
期
か
ら
の
一
貫
し
た
ひ
と
づ

く
り
で
は
、
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
ス

ム
ー
ズ
な
移
行
に
よ
り
、
幼
児
教
育
か

ら
義
務
教
育
へ
と
切
れ
目
の
な
い
教

育
を
展
開
す
る
ほ
か
、「
科
学
と
ひ
と

づ
く
り
」
の
拠
点“
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル

ズ
こ
ま
つ
”を
活
用
し
た
理
科
・
科
学

大
好
き
青
少
年
の
育
成
、
独
自
の
語
学

教
育
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
、

「
歌
舞
伎
の
ま
ち
」
を
支
え
る
人
材
育

成
、「
環
境
王
国
こ
ま
つ
」
の
里
山
や

食
を
生
か
し
た
教
育
な
ど
、
市
全
体
を

学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
取
り
組

み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

国
際
化
が
急
速
に
進
展

　

本
州
日
本
海
側
最
大
の
小
松
空
港

は
、
日
本
の
真
ん
中
で
あ
る
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
近
年
の
訪
日
外
国
人
の
高
ま

地
方
創
生
の
原
動
力
は
ひ
と
づ
く
り

小こ

ま

つ松
市（
石
川
県
）�

 

小
松
市
長
　
和わ

だ田
愼し

ん

じ司
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新たな学びの拠点「こまつアズスクエア」
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り
と
と
も
に
、
国
際
化
が
進
展
し
て
い

ま
す
。
平
成
28
年
度
の
国
際
線
旅
客
数

は
約
20
万
人
と
過
去
最
多
を
記
録
し
、

国
際
貨
物
の
総
取
扱
量
に
つ
い
て
も
全

国
７
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
の
訪
日

誘
客
支
援
空
港
の
認
定
を
追
い
風
に
、

国
内
外
の
定
期
便
・
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の

拡
充
や
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
就
航
促
進
な
ど
、
さ

ら
な
る
国
際
化
を
進
め
ま
す
。

　
「
環
境
王
国
こ
ま
つ
」
の
シ
ン
ボ
ル

水
郷
木
場
潟
は
、
カ
ヌ
ー
・
パ
ラ
カ

ヌ
ー
の
Ｎ
Ｔ
Ｃ
競
技
別
強
化
拠
点
施

設
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
や
ア
フ
リ
カ
・
モ
ザ
ン

ビ
ー
ク
の
選
手
団
が
強
化
合
宿
を
開

始
す
る
な
ど
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
が
集
う
一
大
拠
点
と
な
っ
て

い
ま
す
。
市
で
は
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

の
登
録
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
へ

の
架
け
橋
と
な
る
、
人
、
モ
ノ
、
文
化

の
グ
ロ
ー
バ
ル
交
流
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

進
化
す
る
小
松
駅
周
辺

　

平
成
35
年
春
の
北
陸
新
幹
線
敦
賀

延
伸
を
見
据
え
、
小
松
駅
周
辺
は
、
新

幹
線
駅
や
東
西
広
場
の
整
備
、
高
架
下

の
活
用
、
二
次
交
通
や
地
域
交
通
な

ど
、
南
加
賀
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
を
さ

ら
に
高
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
12
月
に
は
、
新
た
な
学
び

の
拠
点「
こ
ま
つ
ア
ズ
ス
ク
エ
ア
」
が

誕
生
し
ま
し
た
。
同
ビ
ル
の
建
設
に
は

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
新
た
な
ス
タ
イ
ル
を
採
用

し
、
公
民
連
携
の
モ
デ
ル
と
し
て
全
国

か
ら
着
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
階
の
子

育
て
支
援
施
設“
カ
ブ
ッ
キ
ー
ラ
ン
ド
”

は
、
大
型
遊
具
や
知
育
玩
具
で
と
こ
と

ん
遊
び
、
学
べ
る「
す
く
す
く
ひ
ろ
ば
」

や「
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
」、
土
日
祝

日
も
相
談
で
き
る「
子
育
て
ス
マ
イ
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
、
開
設
以
来
多

く
の
ご
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

す
。
同
ビ
ル
の
２
階
３
階
は
、「
公
立
小

松
大
学
」
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
り
、

人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
た
社
会

人
の
リ
カ
レ
ン
ト
や
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
も

応
援
し
ま
す
。

　

新
幹
線
時
代
に
向
け
て
、
小
松
駅
周

辺
は「
学
び
」
が
集
積
す
る
北
陸
で
際

立
っ
た
エ
リ
ア
と
し
て
、
さ
ら
な
る
魅

力
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、
幼
児
教

育
か
ら
生
涯
学
習
ま
で
、
多
世
代
の
人

材
育
成
と
交
流
拡
大
を
進
め
ま
す
。

にぎわいを増す小松駅周辺

〔小松駅周辺のまちづくりへの表彰〕
◆第56回 ＢＣＳ賞「サイエンスヒルズこまつ」
◆2016年 アジア都市景観賞
◆平成29年度 土地活用モデル大賞

遊びと学びの空間「カブッキーランド」
小松市イメージキャラクター

カブッキー

◆ 

面
積　
　

３
７
１
㎢

◆ 

人
口　
　

10
万
８
５
９
３
人

◆ 

世
帯
数　

４
万
２
６
５
２
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
北
陸
の
際
立
っ
た
ま
ち

「
国
際
都
市
こ
ま
つ
」

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
小
松
空
港
は
全
国
最
多
45

路
線
の
乗
継
割
引
区
間
が
設
定
さ
れ
、
国
際

旅
客
便
３
路
線
、
国
際
貨
物
便
２
路
線
が
就

航
、
小
松
駅
や
市
街
地
と
は
約
４
㎞
と
近
く

利
便
性
が
高
い
。
東
に
霊
峰
白
山
を
望
み
、

里
山
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
ま
ち

〔
特
産
品
〕
建
設
機
械
、
バ
ス
、
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
、
繊
維
、
小
松
り
ん
ず
、
九
谷
焼
、

石
材
、
小
松
と
ま
と
、
に
ん
じ
ん
、
小
松
う

ど
ん
、
塩
焼
き
そ
ば
、
大
麦
ス
イ
ー
ツ

〔
観
光
〕
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ
ま
つ
、
こ

ま
つ
の
杜
、
こ
ま
つ
曳
山
交
流
館
、
安
宅
の

関
、
那
谷
寺
、
粟
津
温
泉
、
木
場
潟
か
ら
望

む
霊
峰
白
山
、
石
川
県
立
航
空
プ
ラ
ザ

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
全
国
子
供
歌
舞
伎
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
in
小
松
・
お
旅
ま
つ
り
（
５
月
）、
航

空
祭
（
９
月
）、
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
（
10
月
）

小松市長

和田愼司

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

金沢市

小松市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

真
岡
市
は
、
栃
木
県
の
南
東
部
に
位

置
し
、
首
都
東
京
か
ら
90
㎞
圏
内
に
あ

る
農
業
・
商
業
・
工
業
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

調
和
し
た
理
想
的
な
地
方
都
市
で
す
。

歴
史
的
に
は
親
鸞
聖
人
が
関
東
で
布
教

の
要
と
し
た
高
田
山
専
修
寺
や
、
二
宮

尊
徳
が
地
域
復
興
に
尽
力
し
た
拠
点
の

桜
町
陣
屋
な
ど
の
文
化
遺
産
が
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
農
業
を
産
業

の
基
盤
と
す
る
ま
ち
で
し
た
が
、
交
通

や
物
流
面
の
整
備
が
飛
躍
的
に
進
み
、

東
西
を
結
ぶ
北
関
東
自
動
車
道
と
南
北

に
結
ぶ
地
域
高
規
格
道
路
鬼
怒
テ
ク
ノ

通
り
と
の
連
結
点
と
な
る
真
岡
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
は
現
在
91
社
に

及
ぶ
企
業
が
操
業
す
る
大
規
模
な
工
業

団
地
を
有
す
る
ハ
イ
テ
ク
都
市
と
し
て

発
展
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

い
ち
ご
の
街
か
ら
何
か
が
始
ま
る

　

い
ち
ご
王
国
・
栃
木
県
の
中
で
も
全

国
の
ト
ッ
プ
に
君
臨
す
る
の
が
真
岡
市

で
す
。
本
市
で
は
こ
れ
か
ら
春
に
掛
け

て
い
ち
ご
収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え
ま

す
。
本
市
の
い
ち
ご
の
生
産
量
は
年
間

約
７
０
０
０
ｔ
、
販
売
額
は
80
億
円
を

超
え
る
な
ど
、
生
産
量
と
販
売
額
は
２

位
以
下
を
大
き
く
引
き
離
し
て
日
本
一

を
誇
り
、
栃
木
県
で
開
発
さ
れ
た
人
気

品
種「
と
ち
お
と
め
」
や「
ス
カ
イ
ベ

リ
ー
」
な
ど
を
、
市
内
約
４
６
０
軒
の

生
産
農
家
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。
本
市

の
気
候
は
い
ち
ご
栽
培
に
最
適
で
あ

り
、
質
・
量
と
も
に
日
本
一
の
真
岡
の
い

ち
ご
は
、
全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
大
変
ご

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
直
売
所
や

道
の
駅
に
の
み
や
で
の
販
売
は
も
ち
ろ

ん
、
冬
か
ら
初
夏
に
掛
け
て
、
い
ち
ご

狩
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
摘

ん
だ
ば
か
り
の
甘
味
の
乗
っ
た
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
果
実
感
は
、
ま
さ
に
産
地
な
ら

で
は
の
ぜ
い
た
く
な
味
わ
い
で
す
。

　

毎
年
５
月
に
は「
真
岡
い
ち
ご
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
、
生
産
農
家
が
丹
精

込
め
て
栽
培
し
た
甘
く
て
お
い
し
い
真

岡
の
い
ち
ご
を
ご
堪
能
い
た
だ
け
ま

す
。
12
月
に
は「
い
ち
ご
の
街
か
ら
何

か
が
始
ま
る
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に「
も
お

か“
い
ち
ご
”フ
ェ
ス
タ
〜
日
本
一
の
い

ち
ご
の
街
〜
」
を
開
催
し
、
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
い
ち
ご
の
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を
対

象
に
し
た「
い
ち
ご
コ
ン
テ
ス
ト
」な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
８
月
に
は「
い
ち

ご
ブ
ラ
ン
ド
フ
ァ
ン
づ
く
り
協
議
会
」

が
発
足
し
、
い
ち
ご
生
産
の
一
連
の
工

程
を
体
験
す
る「
い
ち
ご
オ
ー
ナ
ー
事

業
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
全
４
回
開
催

さ
れ
る
事
業
で
は
、
苗
の
定
植
か
ら
受

粉
、
収
穫
、
加
工
な
ど
親
子
連
れ
の
参

加
者
が
農
業
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
日
本
一
の
産
地
と
し
て
生

産
を
リ
ー
ド
す
る
本
市
を
会
場
と
し

て
、
全
国
の
主
要
生
産
地
の
関
係
者
が

一
堂
に
会
し
、
生
産
技
術
の
向
上
や
消

費
拡
大
な
ど
、
い
ち
ご
の
ブ
ラ
ン
ド
力

を
高
め
将
来
の
い
ち
ご
産
業
に
つ
い
て

「
J
U
M
P 

U
P 

も
お
か
」

〜
だ
れ
も
が“
わ
く
わ
く
”す
る
街
づ
く
り
〜

真も

お

か岡
市（
栃
木
県
）�

 

真
岡
市
長
　
石い

し
ざ
か坂

真し
ん
い
ち一

2
質・量ともに日本一の真岡のいちご

４台のSLとSLデザインの駅舎が揃う真岡駅

ロゴマーク
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考
え
る「
全
国
い
ち
ご
サ
ミ
ッ
ト
」
の

開
催
に
向
け
て
、
現
在
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

Ｓ
Ｌ
が
走
る
ま
ち

　

ま
た
、
真
岡
と
い
え
ば
、
や
は
り
Ｓ

Ｌ
で
す
。

　

真
岡
鐡
道
は
、
蒸
気
機
関
車
の
Ｃ
11

形
と
Ｃ
12
形
が
毎
週
土
日
と
祝
日
に
定

期
運
行
す
る
全
国
で
も
数
少
な
い
路
線

で
あ
り
、
下
館
駅
〜
茂
木
駅
間
を
１
日

１
往
復
走
行
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｌ
が
市

街
地
を
走
り
、
真
岡
駅
に
は
大
正
時
代

を
代
表
す
る
蒸
気
機
関
車
の
１
つ
で
あ

る
９
６
０
０
形
が
圧
縮
空
気
を
動
力
源

に
デ
モ
走
行
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム「
Ｓ

Ｌ
キ
ュ
ー
ロ
ク
館
」で
乗
車
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
は
静
岡
市

か
ら
Ｄ
51
形
Ｓ
Ｌ
を
譲
り
受
け
、
敷
地

内
に
静
態
展
示
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｌ
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
駅
舎
と
Ｓ
Ｌ
が
並
ん

だ
風
景
は
圧
巻
で
あ
り
、
鉄
道
フ
ァ
ン

に
と
っ
て
こ
の
地
は
ま
さ
に
Ｓ
Ｌ
の

メ
ッ
カ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

B
C
P
策
定
推
進
都
市
を
宣
言

　

本
市
は
、
平
成
29
年
６
月
、
東
日
本

大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、
大
規
模
災

害
時
に
お
い
て
優
先
度
の
高
い
業
務
の

執
行
体
制
や
対
応
手
順
、
業
務
継
続
に

必
要
な
資
源
を
あ
ら
か
じ
め
選
定
し
、

災
害
に
対
す
る
対
応
力
の
向
上
と
早
期

復
旧
を
目
的
と
す
る
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
業
務

継
続
計
画
）の
策
定
推
進
都
市
宣
言
を

し
ま
し
た
。
自
治
体
で
は
全
国
初
で
あ

り
、
市
や
商
工
会
議
所
は
既
に
策
定
し

て
お
り
ま
す
が
、
市
全
体
で
取
り
組
む

こ
と
は
、
災
害
に
強
い
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
、
市
内
事
業

所
な
ど
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
顧
客
か
ら
の
信
頼
が
生
ま

れ
、
企
業
の
付
加
価
値
が
高
ま
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
の
で
、
栃
木
県
の
支

援
を
受
け
な
が
ら
企
業
な
ど
へ
計
画
策

定
に
向
け
た
積
極
的
な
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

「
J
U
M
P　

U
P　

も
お
か
」

　

平
成
29
年
５
月
の
市
長
就
任
以
来
、

ふ
る
さ
と
真
岡
市
が
全
国
に
誇
れ
る
都

市
と
な
る
た
め
、
市
民
と
の「
絆き
ず
な」を
大

切
に
対
話
・
協
働
・
連
携
を
進
め
な
が

ら
、そ
の
先
頭
に
立
っ
て「
選
ば
れ
る
都

市（
ま
ち
）も
お
か
」の
実
現
を
す
る
た

め
、『
J
U
M
P　

U
P　

も
お
か
』そ

し
て「
だ
れ
も
が“
わ
く
わ
く
”す
る
街

づ
く
り
」を
目
指
し
、本
市
の
未
来
を
見

据
え
た
５
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
戦
略
と
位
置
付
け
て
、

各
種
の
施
策
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、商
工
業
や
農
業
・
観
光
の
振
興

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
特
に
若
者
や

女
性
の
安
定
し
た
雇
用
の
確
保
、
結
婚

や
子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
に
よ

り
、若
い
世
代
の
定
住
を
促
進
し
、こ
れ

ら
の
相
乗
効
果
で
新
た
な「
も
お
か
の

元
気
」を
創つ
く

り
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

桜と菜の花の中を走るSL

◆ 

面
積　
　

１
６
７
・
34
㎢

◆ 

人
口　
　

７
万
９
５
７
２
人

◆ 

世
帯
数　

２
万
９
１
４
１
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
J
U
M
P 

U
P 

も
お
か

〜
だ
れ
も
が
『
わ
く
わ
く
』
す
る
街
づ
く
り
〜

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
栃
木
県
の
南
東
部
に
位
置

し
、
農
業
・
商
業
・
工
業
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

調
和
し
た
地
方
都
市

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
21
年
3
月
23
日
、
二

宮
町
を
編
入
合
併

〔
特
産
品
〕
い
ち
ご
（
と
ち
お
と
め
、
ス
カ

イ
ベ
リ
ー
）、
ナ
ス
、
ニ
ラ
、
ト
マ
ト
、
タ

マ
ネ
ギ
、
真
岡
木
綿

〔
観
光
〕
桜
町
陣
屋
跡
、
二
宮
尊
徳
資
料
館
、

高
田
山
専
修
寺
、
真
岡
井
頭
温
泉
、
井
頭

公
園
一
万
人
プ
ー
ル
、
真
岡
鐵
道
S
L

キ
ュ
ー
ロ
ク
館
、
岡
部
記
念
館
「
金
鈴
荘
」、

真
岡
木
綿
会
館
、
久
保
記
念
観
光
文
化
交

流
館

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
真
岡
の
一
万
本
桜
ま
つ
り
、

真
岡
い
ち
ご
ま
つ
り
、
真
岡
の
夏
祭
り
、
久

下
田
祇
園
祭
、
真
岡
の
灯
ろ
う
流
し
、
尊
徳

夏
祭
り
大
花
火
大
会
、
Ｓ
Ｌ
フ
ェ
ス
タ

真岡市長

石坂真一

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

宇都宮市

真岡市


